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【公表番号】特表2019-517884(P2019-517884A)
【公表日】令和1年6月27日(2019.6.27)
【年通号数】公開・登録公報2019-025
【出願番号】特願2018-565328(P2018-565328)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   16/06     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月12日(2020.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　ある実施形態において、導管フレームはシールハウジングの吸気開口に解放可能に受け
入れられかつ保持され、導管フレームは気体供給導管の端部に接続されるかまたは接続可
能である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　別の態様において、本発明は、広義には、鼻マスクインターフェイス組立体であって、
シールハウジングと、マスク空洞を画定するためにシールハウジングに接続されるかまた
は接続可能な可撓性鼻シールであって、顔に接触する側と外側との間に延在し、かつマス
ク空洞内への鼻受入開口を画定するエッジを含み、かつユーザの鼻の周りを密封するよう
に構成される接触面を含む可撓性鼻シールと、シールハウジングにおける偏流通気穴の配
置構成であって、シールハウジングの上部領域にわたって側方に延在する偏流通気穴の少
なくとも１つの上配列と、シールハウジングの側部の下方部分に延在する偏流通気穴の少
なくとも１つの側方配列とを含む偏流通気穴の配置構成とを含むシールハウジングを含む
鼻マスクインターフェイス組立体に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
【図１】例えば持続気道陽圧（ＣＰＡＰ）システムで加熱および加湿された気体流をユー
ザに提供するためのシステムの概略図である。
【図２Ａ】耳上ヘッドギア構成でユーザの頭部に固定された鼻マスクインターフェイスの
概略図である。
【図２Ｂ】使用中に鼻マスクインターフェイスが受ける力に関する力ダイアグラムを示す
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。
【図３】ユーザの鼻の鼻下面の鼻の生体構造の概略図である。
【図４】第１実施形態の第１形態による、鼻マスクインターフェイスまたは組立体の前ま
たは顔に接触する側（または着用者側）の図であり、鼻下支持構成を備えた鼻シールを組
立体の中央延長部、シールハウジング、およびヘッドギアフレームとともに示す。
【図５】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの背面または外側図である。
【図６】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの上方前側斜視図である。
【図７】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの下方前側斜視図である。
【図８】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの下面図である。
【図９】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの上面図である。
【図１０】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１１】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングおよびヘッドギ
アフレームの外側底部斜視図である。
【図１２】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングおよびヘッドギ
アフレームの着用者側上方斜視図である。
【図１３】第１実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの顔に接触する側（また
は着用者側）からの正面図である。
【図１４】第１実施形態の鼻シールの外側からの背面図である。
【図１５】第１実施形態の鼻シールの上面図である。
【図１６】第１実施形態の鼻シールの下面図である
【図１７】第１実施形態の鼻シールの外側からの第１背面下側斜視図である。
【図１８】第１実施形態の鼻シールの外側からの第２背面上方斜視図である。
【図１９】第１実施形態の鼻シールの顔に接触する側からの第１上方斜視図である。
【図２０】第１実施形態の鼻シールの顔に接触する側からの第２下側斜視図である。
【図２１】第１実施形態の鼻シールの側面図である。
【図２２】図１３の中央線Ａ－Ａを通る第１実施形態の鼻シールの断面図である。
【図２３】第１実施形態の鼻シールの第２形態の顔に接触する側からの正面斜視図であり
、鼻下支持構成は、鼻シールの顔に接触する面のエッジから完全に分離されているかまた
は離されている。
【図２４】左および右側延長部分を備えた鼻下支持構成を有する第２実施形態の鼻シール
の第１形態の、顔に接触する側からの正面図である
【図２５】第２実施形態の鼻シールの外側からの背面図である。
【図２６】第２実施形態の鼻シールの側面図である。
【図２７】第２実施形態の鼻シールの外側からの斜視図である。
【図２８】第２実施形態の鼻シールの外側からの背面斜視図である。
【図２９】鼻下支持構成が鼻シールの顔に接触する面のエッジから完全に分離されている
かまたは離されている、第２実施形態の鼻シールの第２形態の正面斜視図である。
【図３０】「浮揚性」鼻下支持構成を有する第３実施形態の鼻シールの正面図である。
【図３１】第３実施形態の鼻シールの外側からの背面図である。
【図３２】第３実施形態の鼻シールの側面図である。
【図３３】第３実施形態の鼻シールの顔に接触する側からの正面斜視図である。
【図３４】第３実施形態の鼻シールの外側からの背面斜視図である。
【図３５】第４実施形態による鼻マスク組立体の側面図であり、着用者での使用において
示されている。
【図３６】第４実施形態の鼻マスク組立体の斜視図であり、特に鼻シール、シールハウジ
ング、ヨーク、および導管フレームを含む鼻マスクインターフェイスを示し、鼻マスクイ
ンターフェイスは、ヘッドギアおよび可撓性気体供給導管に接続されている。
【図３７】鼻シール、シールハウジング、ヨーク、および導管フレームを示す、第４実施
形態の鼻マスクインターフェイスの外側からの上方斜視図である。
【図３８】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの正面または顔に接触する側からの
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上方斜視図である。
【図３９】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの上斜視分解図を示す。
【図４０】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの下斜視分解図を示す。
【図４１】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの背面または外側図を示す。
【図４２】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図４３】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの正面または顔に接触する側の図で
ある。
【図４４】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの上面図である。
【図４５】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの下面図である。
【図４６】図４１に示された中央線ＡＡを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイス
の断面図である。
【図４７】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの正面または顔に接触す
る側の図である。
【図４８】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの背面図である。
【図４９】鼻シールの第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの外側からの下側斜視図
である。
【図５０】鼻シールの第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの外側からの上方斜視図
である。
【図５１】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの側面図である。
【図５２】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの上面図である。
【図５３】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの下面図である。
【図５４】図５２の線ＡＢを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの
断面図である。
【図５５】図４７の線ＡＣを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの
斜視断面図である。
【図５６】図４７の線ＡＣを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの
断面図である。
【図５７】図４７の線ＡＧを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの
断面図である。
【図５８】図５６の領域ＡＤの詳細図であり、特に第４実施形態の鼻マスクインターフェ
イスの鼻シールの鼻下支持体の一部の角度寸法プロファイルを示す。
【図５９】小～中サイズの密封構成のために構成される第４実施形態の鼻マスクインター
フェイスの鼻下支持体の背面詳細図であり、特に鼻下支持体の中央部分の曲率半径を示す
。
【図６０】中～大サイズの密封構成のために構成される第４実施形態の鼻マスクインター
フェイスの鼻下支持体の背面詳細図であり、特に鼻下支持体の中央部分の曲率半径を示す
。
【図６１】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻下支持体の別の形態の背面詳細
図を示し、鼻下支持体は、修正された代替的な略四角の形状を有する。
【図６２】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻下支持体の中央領域
の詳細上方斜視図を示し、特に小～中サイズの密封構成のための鼻下支持体の一部の幅寸
法を識別する。
【図６３】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻下支持体の中央領域
の詳細上方斜視図を示し、特に中～大サイズの密封構成のための鼻下支持体の一部の幅寸
法を識別する。
【図６４】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻下支持体の中央接続
部分の一部の詳細断面図、特に小～中サイズの密封構成のための中央接続部分の角度寸法
を示す。
【図６５】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻下支持体の中央接続
部分の一部の詳細断面図、特に中～大サイズの密封構成のための中央接続部分の角度寸法
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を示す。
【図６６】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻梁領域の詳細上側図
、特に小～中サイズの密封構成のための接触面の谷部領域を示す。
【図６７】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの鼻梁領域の詳細上側図
、特に中～大サイズの密封構成のための接触面の谷部領域を示す。
【図６８】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外側からの上
方斜視図である。
【図６９】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの着用者側から
の下側斜視図である。
【図７０】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外側の背面図
である。
【図７１】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの着用者側の正
面図である。
【図７２】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの側面図である
。
【図７３】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの上面図である
。
【図７４】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジング底部または下面
図である。
【図７５】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの導管フレームの導管接続端部から
の上方斜視図である。
【図７６】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの導管フレームのシールハウジング
接続端部からの上方斜視図である。
【図７７】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの導管フレームの上面図である。
【図７８】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの導管フレームの側面図である。
【図７９】図７７の線ＡＬを通る第４実施形態の鼻マスクインターフェイスの導管フレー
ムの断面図である。
【図８０】導管フレームの導管接続端部からの第４実施形態の鼻マスクインターフェイス
の導管フレームの端面図である。
【図８１】導管フレームのシールハウジング接続端部からの第４実施形態の鼻マスクイン
ターフェイスの導管フレームの端面図である。
【図８２】外側からの第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの上方斜視図で
ある。
【図８３】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの頂部分解図である。
【図８４】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの上面図である。
【図８５】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの下面図である。
【図８６】外側からの第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの正面図である
。
【図８７】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの側面図である。
【図８８】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの部分分解正面図であり、
特に分離されたヨークの端部キャップを示す。
【図８９】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの別の部分分解正面図であ
り、特にヨークバックに接続されたヨークの端部キャップを示す。
【図９０】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨーク組立体のヨークフロントの
背面または内面側面図である。
【図９１】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨーク組立体のヨークフロントの
背面または内面側面図であり、自動的に調整可能なヘッドギア組立体の方向性ロックおよ
びフィラメントを示す。
【図９２】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスによるヘッドギア調整機構のコンポ
ーネントを示すヨーク組立体の代替的構成の部分断面図である。
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【図９３】端部キャップを第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの端部に結
合する方法を示す。
【図９４】組み立てられた図９３の端部キャップおよびヨークの部分背面斜視図である。
【図９５】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークのヨーク端部の端面図であ
る。
【図９６】図９５のヨーク端部の上面図である。
【図９７】図９５における線ＡＫに沿った、ヨーク端部に結合された端部キャップの断面
図である。
【図９８】図９７の端部キャップの断面図である。
【図９９】第４実施形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの方向性ロックの断面図で
あり、ロックは、ロックされた位置において示されている。
【図１００】ロックされた位置にある図９９の方向性ロックの斜視断面図である。
【図１０１】ロック解除された位置にある図９９の方向性ロックの断面図である。
【図１０２】ロック解除された位置にある図９９の方向性ロックの斜視断面図である。
【図１０３】鼻シールと、一体化導管コネクタを備えた鼻シールハウジングと、ヨークと
を含む、第５実施形態の鼻マスクインターフェイスの第１形態の外側の斜視図である。
【図１０４】正面または顔に接触する側からの、図１０３の第１形態の鼻マスクインター
フェイスの上方斜視図である。
【図１０５】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスの外面図である。
【図１０６】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１０７】ヨークなしの、図１０６の第１形態の鼻マスクインターフェイスの側面図で
ある。
【図１０８】図１０７に示された第１形態の鼻マスクインターフェイスの外面斜視図であ
る。
【図１０９】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外面
図である。
【図１１０】図１０９のシールハウジングの着用者側の図である。
【図１１１】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの正面または顔
に接触する側の図である。
【図１１２】図１１１の鼻シールの背面または外側図である。
【図１１３】図１１１の鼻シールの側面図である。
【図１１４】図１０５の線ＢＢを通る、図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイス
の断面図である
【図１１５】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの、着用者側斜視
図を示す。
【図１１６】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの、正面外面図を
示す。
【図１１７】図１０３の第１形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの、上面図を示す
。
【図１１８】第５実施形態の鼻マスクインターフェイスの第２形態の外側の斜視図である
。
【図１１９】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１２０】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスの外面図である。
【図１２１】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスの正面または顔に接触する
側の図である。
【図１２２】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外面
図である。
【図１２３】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの側面
図である。
【図１２４】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの正面斜視図を示
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す。
【図１２５】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの外面図を示す。
【図１２６】図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイスのヨークの上面図を示す。
【図１２７】図１２０の線ＢＣを通る、図１１８の第２形態の鼻マスクインターフェイス
の断面図である。
【図１２８】図１２７の領域ＢＤの詳細断面図である。
【図１２９】第５実施形態の鼻マスクインターフェイスの第３形態の外面斜視図である。
【図１３０】図１２９の第３形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１３１】図１２９の第３形態の鼻マスクインターフェイスの外面図である。
【図１３２】図１２９の第３形態の鼻マスクインターフェイスの正面または顔に接触する
側の図である。
【図１３３】図１２９の第３形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外面
図である。
【図１３４】図１３３のシールハウジングの側面図である。
【図１３５】図１２９の第３形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの顔に接触する
側の図である。
【図１３６】図１３５の鼻シールの外面図である。
【図１３７】図１３５の鼻シールの顔に接触する側の斜視図である。
【図１３８】図１３５の鼻シールの側面図である。
【図１３９】図１３５の線ＢＥを通じた鼻シールの断面図である。
【図１４０】第５実施形態の鼻マスクインターフェイスの第４形態の外面斜視図である。
【図１４１】図１４０の第４形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１４２】図１４０の第４形態の鼻マスクインターフェイスの外面図である。
【図１４３】図１４０の第４形態の鼻マスクインターフェイスの顔に接触する側の図であ
る。
【図１４４】図１４０の第４形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングの外面
図である。
【図１４５】図１４４のシールハウジングの側面図である。
【図１４６】図１４０の第４形態の鼻マスクインターフェイスの鼻シールの顔に接触する
側からの斜視図である。
【図１４７】図１４６の鼻シールの側面図である。
【図１４８】図１４６に示された中央線ＢＦを通じた図１４６の鼻シールの断面図である
。
【図１４９】図１４２の線ＢＧを通じた第４形態の鼻マスクインターフェイスの断面図で
あり、形状および寸法についての比較のために、図１３５の第３形態の鼻マスクインター
フェイスの鼻シールの上張りを含む。
【図１５０】鼻マスクインターフェイスの第６実施形態の正面または顔に接触する側の図
であり、特にシールハウジングの導管フレームまたは吸気孔の下に位置するヨークを示す
。
【図１５１】第６実施形態の鼻マスクインターフェイスの外面図である。
【図１５２】第６実施形態の鼻マスクインターフェイスの側面図である。
【図１５３】第６実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングおよびヨーク
の外面図である。
【図１５４】鼻マスクインターフェイスのシールハウジングおよびヨークの顔に接触する
側の図である。
【図１５５】鼻マスクインターフェイスの第７実施形態の第１形態の鼻シールの顔に接触
する側の図であり、鼻シールは、鼻シールの側部から延在する翼状部分を含む。
【図１５６】図１５５の第１形態の鼻シールの外面図である。
【図１５７】図１５５の第１形態の鼻シールの側面図である。
【図１５８】実施形態の鼻マスクインターフェイスの第２形態の鼻シールの外面斜視図で
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あり、特に鼻シールの側部から延在する（第１形態に比べて）より長い翼状部分を示す。
【図１５９】図１５８の第２形態の鼻シールの顔に接触する側の図である。
【図１６０】図１５８の第２形態の鼻シールの外面図である。
【図１６１】図１５８の第２形態の鼻シールの上面図である。
【図１６２】ユーザにより着用されている第２形態の鼻シールを含む第７実施形態の鼻マ
スクインターフェイスの斜視図である。
【図１６３】鼻マスクインターフェイスの第８実施形態の第１形態の側面図であり、イン
ターフェイスは鼻シールまたはシールハウジングから延在する前額支持体を含む。
【図１６４】図１６３の鼻マスクインターフェイスの第１形態を着用するユーザの斜視図
である。
【図１６５】第８実施形態の鼻マスクインターフェイスの第２形態の顔に接触する側の図
であり、鼻シールは鼻梁支持突出部を含む
【図１６６】図１６５の第２形態の鼻シールの外面図を示す。
【図１６７】図１６５の第２形態の鼻シールの側面図を示す。
【図１６８】図１６６の線ＥＥを通る、図１６５の第２形態の鼻シールの断面図を示す。
【図１６９】図１６５の第２形態の鼻シールを着用しているユーザの斜視図である。
【図１７０】図１６９の第２形態の鼻シールを着用しているユーザの側面図であり、鼻梁
支持突出部とユーザの鼻梁との間の間隙を示す。
【図１７１】第９実施形態の鼻マスクインターフェイスの第１形態の鼻シールの外面図で
あり、鼻シールは、鼻マスク内に追加的な支持体リブを含む。
【図１７２】図１７１の第１形態の鼻シールの顔に接触する側の図である。
【図１７３】図１７１の線ＦＦを通る、第１形態の鼻シールの断面図である。
【図１７４】鼻シールの図１７３の断面図の斜視図である。
【図１７５】第９実施形態の鼻マスクインターフェイスの第２形態の鼻シールの顔に接触
する側の図である。
【図１７６】図１７５の第２形態の鼻マスクの外面図である。
【図１７７】図１７５の第２形態の鼻シールの側面図である。
【図１７８】図１７５の線ＦＧを通る、第２形態の鼻シールの断面図である。
【図１７９】図１７５の第２形態の鼻シールを着用するユーザの斜視図である。
【図１８０】図１７９の第２形態の鼻シールを着用するユーザの側面断面図である。
【図１８１】形状および寸法の比較を示すために、互いに重ねられた図１７１および１７
５の第１形態および第２形態の鼻シールの断面図である。
【図１８２】形状および寸法の比較のために互いに重ねられた図１７１および１７５の第
１および第２形態の鼻シールの顔に接触する側の図である。
【図１８３】第９実施形態の鼻マスクインターフェイスの第３形態の鼻シールの外面斜視
図である。
【図１８４】図１８３の第３形態の鼻シールの外面図である。
【図１８５】図１８３の第３形態の鼻シールの顔に接触する側の図である。
【図１８６】第１０実施形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジングおよび導管
フレーム組立体の第１形態の外面斜視図である。
【図１８７】図１８６の第１形態のシールハウジングおよび導管フレーム組立体の分解図
である。
【図１８８】図１８６の第１形態の組立体の導管フレームの側面図である。
【図１８９】図１８６の第１形態の組立体の導管フレームの上面図である。
【図１９０】第１０実施形態の鼻マスクインターフェイスの第２形態のシールハウジング
および導管フレーム組立体の外面斜視図である。
【図１９１】図１９０の第２形態の組立体の分解図である。
【図１９２】図１９０の第２形態の組立体の導管フレームの側面図である。
【図１９３】図１９０の第２形態の組立体の導管フレームの上面図である。
【図１９４】第１０実施形態の鼻マスクインターフェイスの第３形態のシールハウジング
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および導管フレーム組立体の外面斜視図である。
【図１９５】図１９４の第３形態の組立体の分解斜視図である。
【図１９６】図１９４の第３形態の組立体の導管フレームの側面図である。
【図１９７】図１９４の第３形態の組立体の導管フレームの上面図である。
【図１９８】第１０実施形態の鼻マスクインターフェイスの第４形態のシールハウジング
および導管フレーム組立体の外面斜視図である。
【図１９９】図１９８の第４形態の組立体の分解斜視図である。
【図２００】図１９８の第４形態の組立体の導管フレームの側面図である。
【図２０１】図１９８の第４形態の組立体の導管フレームの上面図である。
【図２０２】第１０実施形態の第５形態の鼻マスクインターフェイスのシールハウジング
および導管フレーム組立体の外面斜視図である。
【図２０３】図２０２の第５形態の組立体の分解斜視図である。
【図２０４】図２０２の第５形態の組立体の導管フレームの側面図である。
【図２０５】図２０２の第５形態の組立体の導管フレームの上面図である。
【図２０６】第１１実施形態による鼻下支持構成を備えたフルフェイスシールの正面図で
ある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　加湿室１４は、空気流を加湿するために加湿器１７の加熱器プレート１６と接触してい
る熱伝導性ベースを有する。加湿された空気をユーザインターフェイス１１に運ぶために
、導管１２が加湿室１４の排気口１３に接続されている。加湿器１７は、コントローラ１
８、例えば、限定するものではないが、例えば関連するメモリに格納されたコンピュータ
ソフトウェア命令を実行するマイクロプロセッサを用いるコントローラを含む。コントロ
ーラ１８は、ユーザ入力インターフェイス１９、例えばダイアルまたはタッチスクリーン
を含む複数のソースから入力命令を受信し、これは、ユーザＵに供給された加湿された空
気の湿気、温度、または他の特徴の所定の値の設定を可能にする。コントローラ１８は、
１つまたは複数の他のソース、例えばコントローラ１８と連通するためにコネクタ２２を
通じて接続された温度および／もしくは流速センサ２０および２１、ならびに／または加
熱器プレート温度センサ２３などから入力を受信することもできる。ユーザ設定の湿気ま
たは温度値に応じて、コントローラ１８は、加湿室１４に含まれる水を好適に加熱するた
めに、いつおよび／またはどのレベルで加熱器プレート１６が通電されるべきかを決定す
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　室における水の容積が加熱されると、水蒸気が水の表面より上の室の容積を充填し始め
る。水蒸気は、吸気口２６を通じて加湿室１４に入る、ブロワ２７などの供給装置２５か
ら提供された空気流とともに加湿室の排気口１３を通って出る。ブロワ２７は、変速ファ
ンであり得、または可変圧力調整器を含み得る。ブロワ２７は、吸気口２８を通じて空気
を引き込む。ブロワは、例えば、コントローラ２９またはコントローラ１８により制御さ
れ得る。コントローラは、任意の好適な基準に従ってブロワ速度、調節された圧力などを
制御し得る。例えば、コントローラは、コントローラ１８からの入力、ならびにユーザイ
ンターフェイス３０（例えば、ダイアル）で設定され得る圧力および／またはファン速度
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のユーザ設定値（例えば、予め設定された値）に応じることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　図２Ａおよび２Ｂを参照すると、耳上片側ストラップヘッドギア構成５２が、Ｔ部片フ
レームに固定されたヘッドギアと比べて快適さの観点で好ましいが、使用時、マスクが陽
圧で気体をユーザの鼻に送達しているフロー治療中に力が鼻マスクインターフェイスに作
用するとき、鼻マスクがユーザの顔の上にずり上がるか、スライドするか、またはスリッ
プする傾向があり、これは、ユーザの鼻の周りのシーリングの堅牢性に影響を及ぼし得、
かつ漏出または漏出経路を生じ得ることが発見された。鼻シールのずり上がりは、ユーザ
の心をかき乱し不快であり得る。鼻マスクインターフェイスは、各側部ストラップからの
ユーザの鼻と耳上との間の側部ストラップの一般的な方向に沿ってベクトルＡにより表さ
れた実質的に斜めの力と、対抗する実質的に水平な噴出力Ｂであって、使用時、際陽圧気
体のフローが着用者に送達されるときに鼻インターフェイスをユーザの鼻および顔から離
れるように実質的に水平に押しやる噴出力Ｂとを受けることが発見された。ベクトルＲに
より表された実質的に垂直な合力において鼻マスクインターフェイスに作用するヘッドギ
ア力Ａおよび噴出力Ｂの合力Ｒである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　図２１および２２を参照すると、鼻シール１０２は、顔に接触する面部分１２０と、側
壁部分１２６であって、シールの周辺部の周りで接触面１２０から後方に延在し、かつシ
ールハウジング１０４の開口１４０に結合するかまたは接続可能なシールの外部または外
側で、全体として１２７で示される接続エッジで終端する側壁部分１２６とにより実質的
に画定される。上述のとおり、この実施形態において、鼻シール１０２は、シールハウジ
ングに解放可能に接続可能であり、側壁１２６の終端エッジは、周辺チャネル１２８であ
って、シールハウジング１０４の開口１４０に提供された優遇周辺リッジまたは延長部と
係合するように構成される周辺チャネル１２８を含む。先に検討されたとおり、代替的実
施形態において、可撓性鼻シール１０２は、例えば、オーバーモールド、溶接または他の
接続方法を介してシールハウジング１０４に永続的または半永続的に接続または結合され
得る。さらなる代替的実施形態において、インターフェイスは、鼻シールの外部または外
側で接続エッジ１２７に対応するように成形された半剛性または剛性クリップコンポーネ
ントを備えて提供され得る。そのような実施形態において、シールの接続エッジ１２７は
、シールの外側に剛性エッジまたは部分を提供するように剛性クリップコンポーネントに
オーバーモールドされ得るか、または他の方法で永続的に接続され得る。剛性クリップコ
ンポーネントは、相補的ベースまたはハウジングコンポーネントと係合するかまたはそう
でなければ接続し、それにより鼻シールをベースまたはハウジングに結合するように構成
され得る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４５】
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　この実施形態において、鼻下支持体１２４は、中央延長部分１３２であって、主側方部
分１２９から中央に延在し、かつ上唇領域１２１における接触面１２０の開口エッジ１２
２へまたは上唇領域１２１における接触面１２０の開口エッジ１２２で結合または接続さ
れる中央延長部分１３２をさらに含む。代替的実施形態において、図２３を参照して後に
説明されるとおり、中央延長部分１３２は、代替的に、シールの開口エッジ１２２より下
の接触面１２０の上唇領域１２１の下部に接続され得、または代替的に例えば接触面１２
０の後方にある鼻シールの側壁１２６の下部に接続されるなど、接触面１２０から少なく
とも部分的にまたは全体として変位されたかまたは離されている位置で接続され得る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
代替的第２形態　－　鼻シールの開口エッジから完全に分離されているかまたは離されて
いる中央延長部分
　図２３を参照すると、第１実施形態の鼻シール１０２Ａの代替的形態が示されている。
鼻シール１０２Ａは、鼻シールの顔に接触する面１２０のエッジから完全に分離されてい
るかまたは離されている異なる鼻下支持構成１２４Ａを有することを除き、第１実施形態
の鼻シール１０２と同様である。同様の符号は、同様のコンポーネントを表す。代替的鼻
下支持構成１２４Ａは、主側方部分１２９と中央延長部分１３２Ａとを含む。鼻シール１
０２との違いは、中央延長部分１３２Ａが接触面１２０のエッジ１２２に結合または接続
せず、むしろ上唇領域における接触面の下部に、または代替的に接触面１２０の一部、例
えば鼻シールの下部側壁１２６の一部でないシールの下部領域の一部に結合または接続さ
れる点である。この構成において、鼻下支持体１２４Ａは、接触面１２０のエッジ１２２
から完全に分離され、いくつかの構成では、主側方部分１２９および中央延長部分１３２
Ａが、ユーザの顔に係合する接触面１２０から変位されたかまたはそれに隣接する位置で
鼻シールのそれぞれの側壁部分に接続するように、接触面１２０から全て完全に分離され
ている。鼻シール１０２Ａの代替的実施形態は、他の点では機能および構成で鼻シール１
０２と同様であり、第１実施形態の鼻シール１０２と同様に、鼻シールインターフェイス
組立体を形成するためにシールハウジング１０４に結合され得る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
　この構成において、鼻下支持体１２４Ｄは、より少ない接触面領域を有し、したがって
ユーザの鼻の鼻下表面のより少ない部分と接触する。特に、中央または側部延長部分のい
ずれもないと、浮揚性鼻下支持構成１２４Ｄが接触する鼻下表面は、より少なくなる傾向
がある。浮揚性鼻下支持体は、ユーザの鼻のサイズに依存して、鼻の先端でまたは鼻の先
端に向かって隣接する翼状リム８０の柱および一部に係合または接触する傾向がある。よ
り大きい鼻を有する人のために、鼻下支持体は、鼻下表面の中間領域においてまたは鼻の
ベースで鼻下表面にさらに向かって接触し得る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
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　図５５を参照すると、この実施形態において、凹状領域またはゾーン２４３は、リブ２
４１の前部分２４２ａと、鼻下支持体２２４の主側方部分２２９に接続する後部部分２４
２ｂとの間に提供または形成される。この凹状領域２４３は、各リブ２４１における座屈
ゾーンまたは軸２４２を作り出す。この実施形態において、座屈軸２４２は、厚さ領域移
行境界２３５と凹状領域２４３の頂部との間で延在する。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９９】
　図５６を参照すると、鼻シールが弛緩状態にあるとき（例えば、使用されていないとき
）、中央密封軸ＡＧが接触面２２０の中央領域の最外上および下接点間で接線方向に延在
するとして定義される。図５６に示されるとおり、中央領域における鼻下支持体の接触面
の少なくとも一部は、軸ＡＨにより示されるように、鼻下支持体の接触面が密封軸ＡＧと
平行でなく整列もしていないように、密封軸ＡＧに対して２３９で定義または示される角
度で延在する。この実施形態において、鼻下支持体２２４の中央領域における接触面は、
およそ４０°～およそ８０°、より好ましくはおよそ４５°～およそ７５°、なおより好
ましくはおよそ５０°～およそ７０°、なおより好ましくはおよそ５５°～およそ６５°
の範囲で密封軸ＡＧからオフセットされたある角度で方向付けられている。図示のとおり
、中央接続部分２３２の少なくとも一部も、対応するかまたは整列された角度オフセット
を有する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２９】
　図７９を参照すると、導管フレーム２１１の、２８９Ａで示された第１領域は、突出ま
たは延在してシールハウジング２０４の優遇吸気孔２６５内へ係合する接続部分２８５を
識別する。第２端２８３Ｂに向かう２８９Ｂで示された導管フレームの第２の残りの部分
は、シールハウジングから延在または突出する。導管フレーム２１１の第１端部２８３Ａ
は、シールハウジングの吸気孔２６５に係合または称賛するハウジング孔開口を画定する
ことができ、導管フレームの端部２８３Ｂは、直接的にまたはコネクタを介してのいずれ
かで気体供給導管の端部に係合または結合する導管孔を表すことが理解されよう。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３１】
　ヨーク２０８は、ヘッドギア２５０のストラップに付着するように構成される。実施形
態において、図３５および３６に示されるとおり、ヘッドギア２５０は、患者の頭部の後
ろを包むように構成される後部ストラップ２５８、患者の頭部の頂部の上を包むように構
成される上ストラップ２５４、および使用中患者の頬に沿って延在するように構成される
前部または側部ストラップ２５２の対を含むストラップの組立体を含む。様々なストラッ
プの各々は、一部が他の部分の延長部分である一体的なコンポーネントとして形成され得
、かつ／またはそうでなければ後に永続的に一緒に接続されるか、もしくは互いに対して
解放可能な接続のために構成されているかのいずれかである別個に形成されたストラップ
部分であり得る。例えば、図示の一形態において、後部ストラップ２５８は、使用中に患
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者の頬に沿って延在するために前部または側部ストラップ２５２を形成する側部延長部を
含み、上ストラップ２５４は、各端部において、ヘッドギアのそれぞれの各側で後部２５
８または側部２５２ストラップのいずれかのそれぞれの部分に接続される。別の形態にお
いて、各側部ストラップ２５２は、ヘッドギア組立体の後部ストラップ２５８、例えば後
部ストラップ２５８の自由端部または自由端部に結合されたコネクタに後部コネクタコン
ポーネントにより取り付けられるかまたは解放可能に接続され、上ストラップ２５４は、
後部ストラップ２５８に一体的に形成されるかまたは解放可能に接続される。なお別の形
態において、上ストラップ２５４は、使用中に患者の頬に沿って延在するために前部また
は側部ストラップ２５２を形成する側部延長部を含み、後部ストラップ２５８は、ヘッド
ギアのそれぞれの各側において、上２５４または側部２５２ストラップのいずれかのそれ
ぞれの部分に（永続的または解放可能に）各端部で接続される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３３】
　各側部ストラップ２５２は、コネクタが取り付けられ得る自由端部を含み得る。各コネ
クタは、ヨーク２０８に位置する相補的ストラップコネクタに係合し得る。この実施形態
において、ヨーク２０８、は実質的に長尺状であり、かつヨーク２０８の各端部にまたは
ヨーク２０２の各端部の近くに位置するストラップコネクタを含む。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３４】
　側部ストラップ２５２とヨーク２０８との間の接続は、スナップ式の接続、スクリュ式
およびねじタイプ接続、またはフック接続などの任意の好適な接続の形態であり得る。一
形態において、ヨーク２０８の各ストラップコネクタは、ヨーク２０８の各端部に位置す
る端部キャップ２９１（図８３を参照されたい）を含む。各端部キャップ２９１は、端部
キャップ２９１をそれぞれの側部ストラップ２５２の各端部に固定するために、それぞれ
の側部ストラップ２５２のコネクタを受けるように構成される孔または凹部など開口を含
み得る。端部キャップ２９１は、次いで、解放可能（例えば、スナップ式の配置構成を介
して）または永続的のいずれかでヨーク２０８のそれぞれの端部に接続され、それにより
ヨーク２０８をヘッドギア組立体の側部ストラップ２５２へ接続する。別の形態において
、側部ストラップ２５２の自由端部は、それぞれの端部キャップ２９１内に直接結合され
るかまたは永続的に固定され、それぞれの端部キャップ２９１は、次いで、ヨーク２０８
のそれぞれの端部に解放可能または永続的のいずれかで接続され、それによりヨークをヘ
ッドギア組立体の側部ストラップ２５２に接続する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５４】
　本明細書において説明されたとおり、いくつかの実施形態において、ヨーク２０８は、
自動的に調整可能であるか、または自動調整のヘッドギアシステムにおいて使用されるコ
ア要素、例えばフィラメント３４０のためのコレクタを形成し得る。図９１に示されると
おり、ヨークフロント２９４Ａは、上直線トラック２９６Ａと下直線トラック２９６Ｂと
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を含む。この実施形態において、直線トラックデバイダがヨークフロント２９４Ａの背面
または内面から後方に突出する。いくつかの実施形態において、ヨーク締結具３１４は、
ヨークフロント２９４Ａの長さの一部にわたって略斜めに延在する直線トラックデバイダ
として形成または機能する。図示の実施形態において、デバイダ壁３４４は、座金ハウジ
ング２９５の各々と対向する直線トラックとの間に延在する。デバイダ壁３４４は、格納
中にフィラメント３４０の自由端部が対向する座金ハウジング２９５において捕捉される
ことを抑止するように、対向する直線トラックを座金ハウジング２９５から分離する。図
示の実施形態において、直線トラック２９６Ａ、２９６Ｂは、ヨーク２０８の上および下
エッジの非対称を原因として対称的な鏡像ではない。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７０】
　第２形態の鼻マスクインターフェイスにおける主な違いは、ヨーク４５１およびヨーク
チャネル４５２の構成に関する。この第２形態において、ヨークチャネル４５２は、特定
の位置決め特徴を提供しない。むしろ、ヨークチャネル４５２は、チャネル４５２の表面
とヨーク４５１の当接外面との間の締まり嵌めを介してヨーク４５１を動かないように受
け入れかつ保持するように構成される。特に、図１２８を参照すると、４５３で示される
ヨークの最大高さは、ヨークチャネル開口の対応する幅より大きい。半永続的な締まり嵌
め接続を作り出すために、ヨークを、ヨークチャネル４５２内に押し込むのに十分に変形
させるための力が求められる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７２】
　第３形態の鼻マスクインターフェイスは、第１および第２形態と同様であり、同様のコ
ンポーネントは、同様の参照符号を使用する。第３形態の鼻マスクインターフェイス組立
体は、第２形態の鼻マスクインターフェイスにおけるのと同様に、シールハウジング４０
４のヨークチャネル４５４内にヨーク４５１を結合するために締まり嵌めを用いる。しか
しながら、第３形態におけるシールハウジング４０４のヨークチャネル４５４の形状およ
び構成は、改良されたヘッドギアベクトルを提供することを可能にするために、ヨーク４
５１の長手方向軸を上方に角度を変えるために変更される。ヨーク４５１の上方への角度
オフセットまたは傾きは、ヨークチャネル４５４の形状および図１３３に示されるとおり
チャネルの側面に提供された側方切欠き構造４５３により提供される。図１３０を参照す
ると、ヨーク４５１の長手方向軸の水平な向きが４５６で示され、これは、鼻マスクイン
ターフェイスの第１および第２形態の向きである。ヨーク角度の傾きは、４５５で示され
た角度の付いた傾きとともに、第３形態のヨーク４５１の長手方向軸４５７で示される。
この形態において、傾斜角は、およそ５°であるが、角度は、必要に応じて様々であり得
ることが認められる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２０】
　第５形態の導管フレーム８５０は、第４形態の導管フレーム８４０と同様である。主な
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違いは、把持タブが、導管フレーム８５０の気体供給導管接続端部において、８５２で示
される把持突出部の連続または列と交換される点である。シールハウジング接続端部での
翼付き領域８５３および導管部分８５５は、図２０４で示された軸８５６を通って延在す
る水平面に対して対称的である。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３２２】
　対称的なシールハウジング配置構成で、導管フレーム８５０は、互いに対して１８０°
回転される２つの向きのいずれかにおいてシールハウジング８６２内へ接続され得る。追
加的に、導管接続端部８５９での角度が付いているオフセットは、導管がユーザの脚に面
するかユーザの脚に向かって延在することを可能にするために、導管フレームがシールハ
ウジング８６２へと、導管接続端部８５９に下向きに角度が付いている第１の向きで組み
立てられることを可能にするか、または代替形態は、導管がユーザの前額の方向において
上方に延在し得るように、導管接続端部８５９に上方に角度が付いているように第２の向
きにおいて設置され得る。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鼻マスクインターフェイス組立体であって、
シールハウジングと、
マスク空洞を画定するために前記シールハウジングに接続されるかまたは接続可能な可撓
性鼻シールであって、顔に接触する側と外側との間に延在し、かつ
前記マスク空洞内への鼻受入開口を画定するエッジを含み、かつユーザの鼻の周りを密封
するように構成される接触面と、
鼻下支持体であって、前記鼻シール内へ動かないように接続され、かつ前記マスク空洞内
で延在するように構成され、かつ前記ユーザの鼻下表面の少なくとも一部に接触するよう
に方向付けられる接触面を有する鼻下支持体と
を含む可撓性鼻シールと
を含む鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項２】
　前記接触面は、前記ユーザの鼻の先端と前記ユーザの鼻梁の中心との間に延在する領域
における前記鼻梁の一部にわたるところを含めて前記ユーザの鼻の周りを密封する、請求
項１に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項３】
　前記鼻下支持体は、少なくとも、前記鼻シール内の対向する側または上側方領域の接続
位置間で前記マスク空洞内において前記鼻シールにわたって側方に延在する、請求項１ま
たは２に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項４】
　前記鼻シール内の対向する側または上側方領域の前記接続位置は、前記鼻シールの前記
接触面の前記エッジから離されているかまたは変位されている、請求項３に記載の鼻マス
クインターフェイス組立体。
【請求項５】
　前記鼻シール内の前記対向する側または前記上側方領域の前記接続位置は、前記鼻シー
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ルの前記接触面から変位されている、請求項３または４に記載の鼻マスクインターフェイ
ス組立体。
【請求項６】
　前記鼻下支持体は、前記マスク空洞内から延在し、かつ前記鼻シールの上唇領域におい
て前記鼻シールの前記接触面の前記エッジに接続する１つまたは複数の延長または接続部
分を含む、請求項３～５のいずれか一項に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項７】
　前記鼻下支持体は、少なくとも、主側方部分であって、前記鼻シール内の対向する側ま
たは上側方領域の接続位置間で前記マスク空洞の少なくとも一部にわたって側方に延在す
る２つの端部を備えた主側方部分を含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の鼻マスク
インターフェイス組立体。
【請求項８】
　前記鼻下支持体は、前記鼻シールの上唇領域で前記主側方部分から前記鼻シールに向か
って延在し、かつ前記鼻シールに接続する１つまたは複数の延長または接続部分をさらに
含む、請求項７に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項９】
　前記鼻下支持体は、前記主側方部分と、前記鼻シールの上唇領域における前記接触面の
前記エッジの一部との間に延在する中央接続部分をさらに含む、請求項７に記載の鼻マス
クインターフェイス組立体。
【請求項１０】
　前記鼻下支持体の前記中央接続部分は、接触面であって、ユーザの鼻の鼻下表面の鼻中
隔の柱の少なくとも一部と接触するように主に構成される接触面を有する、請求項９に記
載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項１１】
　前記鼻下支持体の前記中央接続部分は、前記主側方部分に接続する端部でのより厚い領
域、および前記接触面の前記エッジに接続する端部でのまたは前記接触面の前記エッジに
接続する端部に向かうより薄い領域からその長さにわたって厚さが変化する、請求項９ま
たは１０に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項１２】
　前記鼻下支持体の前記中央接続部分は、その端部での幅に比べて幅が減少した中央領域
を含む、請求項９～１１のいずれか一項に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項１３】
　前記鼻下支持体の前記主側方部分は、各端部において、前記鼻シールの内面から延在す
るそれぞれのリブを介して間接的に前記鼻シールの前記内面に一体的にまたは動かないよ
うに接続される、請求項７～１２のいずれか一項に記載の鼻マスクインターフェイス組立
体。
【請求項１４】
　各リブは、前記鼻シールの前記内面の一部に接続される第１接続エッジ部分と、第２接
続エッジ部分であって、前記鼻下支持体の前記主側方部分のそれぞれの端部にその周辺エ
ッジの別の部分において接続される第２接続エッジ部分とを有する可撓性材料のパネルを
含む、請求項１３に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
【請求項１５】
　一緒に組み立てられたときの前記シールハウジングおよび鼻シールの全高対全奥行の比
は、およそ１：０．８～およそ１：１．２の範囲である、請求項１～１４のいずれか一項
に記載の鼻マスクインターフェイス組立体。
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